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な が み ね １月号
「ONE TEAM」

１年主任 福 島 丈

第８回 日間賀サミット 《12/2》
６月に行われた前回のサミットを受け、「もっと『ふれあい』

あふれる温かい島にしよう」というテーマで実施しました。今回
は、グループの話し合いの司会・記録を、初めて中学３年生と生徒
会長が務めました。普段の授業で身に付けた話し合いのスキルを
存分に発揮してくれました。
各テーブルの記録用紙には、「笑顔でふれあい」「めざせ、島全

体でハイタッチ」などの見出しが躍りました。参加した生徒たちは、次のような感想を述べました。
「話したことのない人とでも笑顔で話し合いができた充実した時間だった。島をよりよくするための素

敵な意見がたくさん出たので、ぜひ実現していきたい」
「これからの日間賀島について考えるいい機会になったなと思いました。これからも日間賀サミットに

よって、島がよくなるといいなと思います」
ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

2019年の流行語大賞は「ONE TEAM（ワンチーム）」でした。「ONE TEAM」はラグビー日
本代表のスローガンです。日本代表選手31名は、日本を含めた７か国の出身者から選ば
れているらしく、異なる文化や背景を持つ選手たちがお互いをリスペクトし、選手全員
がベスト８という目標を共有しました。そして、日本の歴史や文化を学び、厳しい合宿
を通じて家族のように一つのチームになったということです。
この意味を知ったとき、私は日間賀島にも当てはまるのではないかと思いました。島

民の方が協力し合う元気な島であった日間賀島に、学校も「日間賀サミット」という形
で参加させてもらいました。小学生、中学生、ＰＴＡ役員さん、区長さん、漁業関係の
方、観光関係の方、教育委員さん、そして私たち教師など様々な立場の方が話し合うこ
とを通して一つのチームとなったように思います。このチームは、これまでの４年間、
日間賀島のことを思い、日間賀島のために活動を行ってきました。なかなか上手くいか
ないこともありましたが、その度に多くの方に励まされ、支えられることで進化を続け
てきました。私は、そんなチーム日間賀島の一員になれたことを本当に誇りに思ってい
ます。
リーチ・マイケル選手のように、いずれ私もチームを引退するかもしれませんが、気

持ちはいつでもチームの一員だと思いながら過ごしていきます。たくさんの感動とたく
さんの経験を与えてくれたチーム日間賀島が、今後も「ONE TEAM」であることを願って
います。

♪♬♪合唱コンクール♪♫♩ 《12/17》
「Sing For Everyone」のスローガンのもと、それぞれの学

年の自由曲を発表し、自分たちらしい歌声を会場いっぱいに
響かせました。各学年の発表に続いて、全校で校歌の斉唱を

披露しました。保護者席
や小学生席からはたくさ
んの温かい拍手をいただ
きました。実行委員を中
心に、全員でつくり上
げた今年度の合唱コン
クールでした。
金賞の３年生をはじ

め、どの学級も、よく
がんばりました！

金賞 ３年生「君をのせて」

そのままの君達でいいで賞
１年生「そのままの君で」

ﾊﾟｯﾍﾙﾍﾞﾙもびっくり！日間賀じゅうに歌声を響かせたで賞

２年生「遠い日の歌」



１ 月 の 予 定

日 曜 行 事 等 の 予 定

１ 水 元日

２ 木

３ 金

４ 土

５ 日

６ 月

７ 火 ３学期始業式

８ 水 実力テスト 給食開始 新年に誓う会

９ 木 ３年テスト週間

10 金

11 土 全知多バレーボール大会

バスケ知多地区U13大会予選

12 日 全知多小中卓球大会

13 月 成人の日

14 火

15 水 ①②国際学生交流

16 木 ３年生学年末テスト（理・家・国）

17 金 ３年生学年末テスト（美・音・英）

18 土

19 日

20 月 ３年生学年末テスト（数・保体・社）

21 火 Ｂ日程 ③３年租税教室

22 水 ＨＡ（小６児童参加）

23 木 Ｂ日程 委員会

24 金 Ｂ日程 英語検定

25 土

26 日

27 月 朝会

28 火 中学校入学説明会

29 水 私立高校・専修学校推薦入試

Ｂ日程 ３年個人懇談会

教育相談週間(～2/4)

30 木 Ｂ日程 ３年個人懇談会

31 金 Ｂ日程

２ 月 の 主 な 行 事

４日(火)～６日(木）
私立高校･専修学校一般入試

12日(水)～14日(金)
１、２年生学年末テスト

20日(木)生徒総会
21日(金)３年お祝い給食
25日(火)卒業生を送る会
26日(水)卒業記念「島ごはん」
28日(金)卒業式合同練習

「主体的・対話的で深い学び」
校長 鈴 木 康 弘

「主体的・対話的で深い学び」とは、2021年
度（小学校では2020年度）から実施される学習
指導要領が目指している学びの姿です。簡単に
いうと「身の回りにある課題を自分事として捉
え、様々なヒト（友達や先生、地域の人など）
やモノ（書物など）と話し合ったり調べたりし
て、よりより解決方法やみんなが納得できる方
法を見つけ実践していくこと」だと考えていま
す。
先日８回目を迎えた「日間賀サミット」は、

正に、「主体的・対話的で深い学び」が実現さ
れていると感じています。特に、12月２日（月）
に行われた「第８回 日間賀サミット」では、
はじめて生徒が各グループでのコーディネータ
ー（司会・進行）と記録を行いました。その様
子は堂々としていてたいへん頼もしかったで
す。「もっと『ふれあい』あふれる温かい島に
しよう」というテーマのもと、「こんな島にし
たいな」「こんな姿が見られるといいな」と島
の将来のあるべき姿を自分事として捉え、小学
生や大人と真剣に話し合い、まとめ上げていく
姿に感動しました。島民の方々が「それはこう
じゃないの」と指摘したり「なるほどね」と感
心したりしていただき、同じ目線で話し合われ
ていることが、生徒にとっても、私たち教職員
にとってもうれしいことでした。「子どもだか
ら」ではなく、「同じ島民として」話し合いに
参加してくださる大人がいるからこその「深い
学び」となっているように思います。本校の生
徒は、「日間賀サミット」に参加することで、
大きく成長しています。それは、忙しい中でも
「日間賀サミット」に参加してくださる島民の
方々がいてこその成長だと感じています。「日
間賀サミット」は、日間賀中学校の誇れる活動
の一つです。
今後も、「日間賀サミット」を通して、また、

授業を通して、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に努めていきたいと思います。

少し早いですが、2019年１年間、大変お世話
になりました。ありがとうございました。そし
て、2020年もよろしくお願いいたします。

持久走大会 《12/11》

男子は北川竜盛さん（２年）が、歴代

大会記録にあと一歩と迫る好記録で１

位。女子は久田子寧さん（２年）が１位

になりました。他の生徒もそれぞれに

がんばりを見せてくれました。

今年度も、区会、交通安全会、駐在

所、ＰＴＡ、青少年を守る会の方々に、安全な運営を、

お支えいただきました。ありがとうございました。


